<様式１：保護者申込用>

教育相談申込書
平成　　年　　月　　日　
北九州市立特別支援教育相談センター所長　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校・園名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	ふ　　り　　が　　な
幼児児童生徒名
	　　　　　　　　　　　（男・女）
	生年月日
	平成　　年　　月　　日

	
	
	年・組
	年　　　　組

	保護者氏名
	
	連絡先
	自宅
携帯

	現　　 住　　 所
	〒　　　　　　　　　　　区

	該当する番号に○をつけて、相談内容を具体的にお書きください。
	１ 学習面　　 ２ 対人面　　 ３ 行動面　　 ４ 情緒面  

５ 言語面　　 ６ 運動面　 　７ その他

	
	例）・　身の回りの整理整頓ができず、不器用である。
・　会話はできるが、一方通行だったり、友達とかみ合わなかったりする。
・　勝ち負けにこだわり、友達とけんかになる。
・　ひらがなや特別表記を覚えることができない。
・　落ち着きがなく、離席することがある。


	相談の状況で該当する番号を○で囲んでください。
他機関については、 該当する（　　）に  ○を記入ください。
	１　はじめて相談する。
２　以前相談したことがある。（　　年生時　教育相談　）　
３　他機関に相談したことがある。
［　　　］特別支援教育相談センター(　就学相談　　年度　　通級相談　　年度)
［　○　］総合療育センター
［　　　］子ども総合センター
　［　　　］発達障害者支援センター「つばさ」
　［　　　］特別支援学校（　　　　　　　　　　　　　特別支援学校）
　［　　　］少年支援室（　　　　　　　　　　　　　　　少年支援室）
　［　　　］病院名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　［　　　］障害福祉相談センター
　［　　　］その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	資料等の使用確認
	他の相談機関を利用している場合、保護者は個人資料の使用を、
（　○　）認める　　　（　　　）認めない



	個別の指導計画の作成
	（　　　有　　　　　　無　　　）

	学級での取組や相談内容等を具体的にお書きください。
学級での子どもの様子
・学習面
・行動面
・対人面
個別の配慮
 ・具体的な指導・支援
                等
	例）・　ひらがなやカタカナはなんとか書けるようになったが、鏡文字であったり、覚えるのに時間がかかったりする。そのため、赤ペンでなぞらせたり、一緒に書くなど個別の配慮をしている。
・　トラブルがあった時は、別室でクールダウンさせ、落ち着いてから話しを聞くようにしている。
・　座席を前に置き、すぐに声かけができるようにしている。


	
	記入者氏名
（　　　　　　　　　　　　　）
	学級担任氏名
（　　　　　　　　　　　　　）

	学校として、主に相談したい項目に○をつけてください。
学校（校内委員会）での取組や検討内容等をお書きください。

	１　学習面　　２　対人面　　３　行動面　　４　情緒面
５　言語面　　６　運動面　　７　その他

	
	例）・　毎月1回校内委員会で経過を話し合っている。その中では、学習面の配慮は担任が主に行うようにしている。教材等については、同学年で検討している。
・　トラブルになったりした時には、担任外の職員が対応するようにしている。
・　今後、保護者と支援会議を行う予定である。


	
	記入者氏名
（　　　　　　　　　　　　　）
	コーディネーター氏名
（　　　　　　　　　　　　　）


※　個別の指導計画を作成している場合は、申込書に添付してください。
※　申込書提出期限　平成２４年１月３１日（火）
記入例





保護者記入欄





学校・園記入欄








